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礼
を
申
し
上
げ
ま
す。

神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所

大
山
崎
地
域
は、

中
世
に
お
い
て
大
山
崎
油
（
座）

神
人
の
在
所
と
し
て、

ま
た
彼
等
を
中
心
に
「
自
治
都
市」

が
形
成
さ
れ
た
場
と
し
て
著
名
で
す。

こ
の
地
域
の
研
究
は
中
世
の
「
自
治
都
市」

に
関
わ
る
研
究
で
大
き
な
蓄
積
を
持
っ
て
い
ま
す
が、

そ
れ
以
降
の
近
世、

近
現
代
に
つ
い
て
は
『
大
山
崎
町
史
』
(
-

九
八
三
年）

本
研
究
は
一

九
九
五
年
よ
り、

こ
の
空
白
を
埋
め
る
べ

く、

在
地
文
書
の
悉
皆
調
査
を
行
い、

目
録
を
刊
行
す
る
と
共
に、
『
山
城
国
大
山
崎
荘
の
総
合
的
研
究
』
（
二
0
0
二
年、

科
学
研
究
費
補
助
金）
、
『
同
（
第
二
次）
』
（
二
0
0
五
年、

既
刊
目
録
と
し
て、

日
本
私
立
学
校
振
典
・

共
済
事
業
団
「
学
術
研
究
振
興
資
金」
）

と
二
冊
の
研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
ま
す。

な
お、

疋
田
種
信
家、

観
音
寺、

青
木
繁
男
家、

松
井
幸
信
家、

岩
井
貞
行
家
な
ど
の、

各
所
蔵
文
書
目
録
が
あ
り、

以
後、

離
宮
八
幡
宮
文
書
目
録
の
作
成
に
力
を

本
書
『
離
宮
八
幡
宮
文
書
目
録
（
二）

近
代
・

現
代
編
1
』

は、

既
刊
『
離
宮
八
幡
宮
文
書
目
録
(
-
)

近
世
編
』
（
二
0
一

九
年
三
月
刊）

に
続
き、

終
え
た
近
現
代
文
書
に
つ
い
て
ま
と
め
た
目
録
で
す。

同
宮
に
は
約
一

万
点
に
も
及
ぶ
貴
重
な
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り、

今
後
整
理、

そ
の
目
録
取
り
作
業
を

目
録
化
が
済
ん
だ
文
書
か
ら、

随
時
続
編

最
後
に、

こ
れ
ま
で
調
査
の
と
き
は
も
と
よ
り、

多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
離
宮
八
幡
宮
の
津
田
定
明
宮
司
を
は
じ
め、

ご
家
族
の
皆
様
に
対
し、

衷
心
よ
り
お

二
0
二
0
年
三
月

を
公
刊
し
て
い
く
予
定
で
す。

注
い
で
き
ま
し
た。

を
除
い
て、

ほ
と
ん
ど
空
白
と
い
っ
て
い
い
状
況
で
し
た。

刊
行
に
あ
た
っ

て






